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日弁連業3第750号

2025年（令和7年）11月25日

法務大臣 平 口 洋 殿

日本弁護士連合会

会長 渕 上．玲

－

弁護士法第5条の規定による弁護士業務についての研修に
ついて（報告）

標記研修の履修の状況について、別弁護士法第5条の3第2項の規定に基づき、

紙のとおり報告します。
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報告事項1 研修生の氏名及び生年月日二一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

宮木麻衣

勝栄二郎

古谷一之

高村誠

清田雅一

陳一

野村康春

新俊彦

植村新

窪田修

加藤保大

有泉秀

吉野萌香

亀井一広

後藤貴浩

尾池祐偉

大谷尚

伊藤泰充

中澤智

安藤玲

久郷陽希子
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園①醇状(1)､②醍状(2)､③弁瞼要旨等､④準備書面、
⑤契約書起案を配付
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【午前】10時～12時【午後】1時～4時．
研修を始めるに当たってのガイダンス､司注研修所の民事第
一審手鯛解践ビデオ上映と解齢､基礎的な択一式問題121火 ガイダンス･民事裁判手続
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131水 刑事弁譲概輪

141木

岸
ガイダンス｡民事裁判手続

刑事弁譲概輪
【午甑10時～12時【午後】1時～4時
司法研修所の刑事弁膜ビデオ上映と解脱､基礎的な択一式
問題
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園①瞬状(1)起案提出【午前中必差】
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迭律事務所における実務研修
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豪執麗の開始･終了時剤は
事務所によって異なります。

一一

面②爵状(2)起案提出【午後5時30分必着】
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報告事項3 研修生の研修における出席状況及び受講態度

本年度の研修生の出席状況及び受講態度について、以下のとおり報告します。●
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研修の課程を修了したと法務大臣が罷めてよいかどうかについての報告事項4

意見

研修の課程を修了したと認められる者
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報告事項5 その他参考となる事項

1 本年度の研修生

本年度の研修を受講する者（以下「研修生」という｡）は21名で、経験要件の

内訳は、裁判所事務官1名、内閣法制局参事官、公務員及び企業法務1名、企業
法務8名、企業法務及び公務員1名、公務員7名、特任検事1名、大学教授2名
（うち1名は附則第3条第2項）であった。

2 本年度のカリキュラムについて

本年度のカリキュラムは、報告事項2のとおりである。

本年度も、基本講義（集合研修Ⅱ）の前に2日間、民事、刑事の各訴訟手続に
関する基礎的な研修（集合研修I)を実施し、民事については、司法研修所の「民
事訴訟第一審手続の解説一ある保証債務履行請求事件を題材として－」（令和元
年版)､刑事については､司法研修所制作による｢はじめての裁判員裁判｣及び｢は
じめての否認事件」の各DVDを上映しながら講師による解説を行った。また、

研修生に研修開始時点での理解度を確認してもらうために、民事・刑事の基礎的
な択一式の問題を行った。

集合研修Ⅱの最終日には、事前に作成・提出してもらった起案（起案1）を講
師が添削し、評価(AB CD)を付した上で研修生に返却するとともに、基礎的
な講評を行い､ その後の起案作成に向けて理解を深めてもらうこととした。
また、同日の昼食時には、懇談会を実施し､研修生から本研修の受講に際して

の悩みや疑問を聞くとともに、実務研修及び後半の集合研修に向けた課題や起案
作成に関する助言等を行い、多数の質問と活発な意見交換がなされた。

3 研修の結果について

本年度の研修の結果は、報告事項4のとおりである。
本研修を修了したと認められるか否かの評価については、本研修を企画・運営
する日弁連総合研修センター（以下「研修センター」という｡）の意見を踏まえ、
本会の会長副会長等を構成員とする研修修了審査会議において決定した（｢弁護
士法第5条の規定による弁護士業務についての研修に関する規則」第10条)。

また、研修センターでは、集合研修担当講師及び実務研修担当弁護士から履修

状況についての報告を受け、その結果を踏まえ評価を行った（｢弁護士法第5条の

規定による弁護士業務についての研修における日弁連総合研修センターの評価及

び意見に関する基準」第2条乃至第4条)。
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なお、評価に当たって、集合研修I，Ⅱについては、研修生の応答、受講態度
等を考慮し、集合研修Ⅲについては、起案2乃至5の各起案の内容に講評での応
答、受講態度等を加味して評価し、実務研修については、研修の内容に執務姿勢
等を加味し評価を行うこととしており、これらを総合的に評価し、弁護士業務を
行うに足りる能力の有無を検討し、判断している。

I
｡,』一一 一 一一← ・一一 一

’
’li __

■
－け － ー

－ ｜

’ －-一一 1
－－＝一

｜ －

｜－－ － ｜
以上の評価に基づき、研修センターでは、研修生全員が本研修の全ての課目を

履修したと判断した。

4 研修の修了について

研修修了審査会議は、前記研修センターの評価に関する意見を踏まえ、各研修
生につき「研修の課程を修了したと認められるか否か」について協議し、法務大
臣に対し、いずれの研修生についても「研修が修了したと認められる」旨の意見
を提出することを決定した。

5 その他

(1)受講状況について ’
一
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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’|~一

(2)予習について

貴省主催の経験者説明会において､研修受講者から研修の概要や事前準備の
必要性に関する話を聞く機会を得ることは、研修でも一定の効果があると考え

Iている。

以 上
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【参考資料】令和7年度弁護士となる資格付与のための指定研修(報告事項1及び4）
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【参考資料】令和7年度弁護士となる資格付与のための指定研修(報告事項1及び4）
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